
２．ピンポイント渋滞対策について

資料２
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２.１ ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告「国道11号 平石交差点」

○平成30年7月、平石交差点の改良（右折レーン延伸（９０ｍ→１５８ｍ））が完成。

○対策後、右折車による直進車の阻害状況が改善し、直進車の旅行速度が向上、20km/h以下の割合が減少。

○また、平石交差点南側流入部において、直進車の急ブレーキの発生頻度が低下。
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※出典：ETC2.0データ（対策前：H29.9-10、対策後：H30.9-10 ） 平日7時～9時
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２.２ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告「国道11号 徳島本町交差点」

○平成30年8月、徳島本町交差点の改良（右折レーン延伸（117m→129m））が完成。

○右折レーンを超える右折滞留による直進車の阻害状況が改善し、直進車の旅行速度が向上し、20km/h以下の割合が減少。
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◆右折車両が直進レーンまで滞留
◆直進車両の通行が阻害され、旅行速度が低下

徳島本町交差点
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ほんちょう

ほんちょう
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徳島本町交差点
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◆右折レーンの滞留長を延伸することで、直進車両の通行
阻害による速度低下が緩和
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※出典：ETC2.0データ（対策前：H29.9-10、対策後：H30.9-10） 平日7時～9時、17時～19時
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２.３ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告「県道30号 吉野橋東詰交差点」

○平成30年6月、吉野橋東詰交差点の改良（右折レーン延伸（５０ｍ→１12ｍ））が完成。

○対策後、右折レーンを越える右折滞留による直進車の阻害状況が改善し、直進車の旅行速度が向上、20km/h以下の割合が減少。

○また、吉野橋東詰交差点の西側流入部において、直進車の急ブレーキ発生頻度が低下。
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※出典：ETC2.0データ（対策前：H29.9-10、対策後：H30.9-10） 平日7時～19時
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出典：国土地理院・基盤地
図情報を基に作成

主要渋滞箇所

≪位置図≫

≪広域図≫



２.４ ピンポイント渋滞対策実施予定箇所「国道55号 大野交差点」

○渋滞要因は、北側流入部の右折レーンを越える右折滞留による直進車の進行阻害。

○平成31年度、大野交差点の改良（右折レーン延伸（５７m→９２m））を実施する予定。
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大野交差点
◆右折車両が右折車線を越えて滞留
◆直進の通行阻害により直進車線の容量が低下

大野交差点

大野橋北詰交差点

大野橋北詰交差点

既設右折レーン５７m

右折レーンの延伸（５７m→９２m）

◆先詰まりにより隣接交差点以北まで渋滞が発生

◆直進の通行阻害の解消により、直進車線
の容量が増加し、先詰まり渋滞も緩和
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出典：国土地理院・基盤地
図情報を基に作成
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大野交差点


